
おり、最先端の研究の成果をご発表いただけるものと期
待しております。
さらには昨年、理事長直轄プロジェクトと銘打って行
いました「Sphere biology」につきましても最新の研究の
進捗状況をご発表いただく予定にしております。
今回も熱いディスカッションの合間、心癒すおもてな
しを企画しております。一人でも多い会員の皆様にご参
加いただきますようお願い申し上げます。

「第25回日本消化器癌発生学会」、「第8回国際消化器
癌発生学会」を来る2014年（平成26年）11月13日（木）、
14日（金）の二日間にわたり、ホテル日航福岡にて開催さ
せていただきます。本学会は私の前任の杉町圭蔵先生が
発起人の一人として参加されており、研究会の発足当時
より私どもの教室と深いかかわりがございます。福岡での
開催は、平成2年に当教室の杉町圭蔵教授（当時）が第2
回の研究会を主催させていただいて以来、23年ぶりとな
ります。また、今回は第8回の国際消化器癌発生会議を
同時開催いたします。国際消化器癌発生会議は我が国か
らは第1回の田原榮一教授（当時広島大学医学部病理学
第一講座）、第3回を上西紀夫教授（当時東京大学第三外
科）が主宰されました。このような学会をお世話させてい
ただきますこと名誉に感じますとともに、会員の皆様に心
より感謝いたします。
第25回のテーマは「真理考究－ Inquire into Scientific 

Integrity」とさせていただきました。「まことにすじみちを　
おもいはかり　きわめる」という意味がございます。演題
を募集いたしましたところ、200題を超える演題をいただ
きました。「真理考究」というテーマにふさわしい癌制圧
の未来に繋がるレベルの高い演題ばかりです。本学会の特
徴でもあります質の高いディスカッションが繰り広げら
れ、国際的にも高い成果がえられますことを大変楽しみ
にしております。
また、Christine Ann Iacobuzio-Donahue先生（Johns 

Hopk ins Medica l Inst it ut ions T he Sol Goldma n 
Pancreatic Cancer Research Center）、Stephan B Gruber
先生（Norris Comprehensive Cancer Center, University of  
Sotuthern Calfornia）、Curtis C. Harris先生（Laboratory 
of Human Carcinogenesis, Molecular Genet ics & 
Carcinogenesis Section, National Cancer Institute）、
Hiroshi Nakagawa先生（Cell Culture Core Division of 
Gastroenterology Department of Medicine Perelman 
School of  Medicine University of Pennsylvania）、福井宣
規先生（九州大学生体防御医学研究所、免疫遺伝学分
野）、吉田　優先生（神戸大学　大学院医学研究科医学部
病因病態解析学分野）の招聘を招待演者として予定して
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会長　前原　喜彦
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日時：平成25年9月4日（水）16：05～17：10
会場：石川県立音楽堂・3階「邦楽練習室」
出席者（敬称略）： （理事）前原喜彦、源利成、江角浩安
 落合淳志、桑野博行、汐田剛史
 島田光生、安井弥、吉田和弘
事務局幹事：清水伸幸、調　憲、野村幸世
オブザーバー：愛甲丞、森田勝
事務局：齋藤英司
委任状（敬称略）
理事： 伊東文生、高後裕、菅野健太郎、馬場秀夫
 平川弘聖、森正樹、北川雄光
監事： 井藤久雄、平田公一

前原理事長が議長となり開会の挨拶を述べ、前回議事
録の承認ののち、議事録署名人として桑野博行理事、島
田光生理事を指名し、議事が進められた。

第1号議案　庶務報告
調事務局幹事より、会員の動向が次の通り報告された。
2012年11月から2013年8月までに入会54名、退会31
名の増減があり、2013年8月20日現在の会員数は873名
である。

第2号議案　役員選考委員会報告
桑野博行委員長より以下の報告があった。
①役員について
 ・ 定年により理事を退任される先生方について、上西紀
夫理事は名誉理事長に、今井浩三理事、江角浩安理事、
菅野健太郎理事は名誉会員に推挙し、引き続き本学会
を支援していただくことが提案され、全会一致で承認
された。

 ・ 定年により評議員を退任される白水和雄評議員、松川
正明評議員、松倉則夫評議員について特別会員に推挙
し、引き続き本学会を支援していただくことが提案され、
全会一致で承認された。

 ・ 2015年の第26回総会の会長について鳥取大学の汐田剛
史理事が推薦され、全会一致で承認された。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会に諮
ることとなった。

②理事選考について
 ・ 平成21年度第3回理事会での「運用上理事定員を若干
上回ることも許容される」との議決に基づき、太田哲
生評議員（金沢大学）、掛地吉弘評議員（神戸大学）、
篠村恭久評議員（札幌医科大学）、三森功士評議員（九
州大学）が理事として推薦され、承認された。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会に諮
ることとなった。

③理事長の選出について
 ・ 前原理事長以下全理事、監事が2年の任期満了を迎え
るが、全理事、監事を再任することが承認された。

 ・ 新理事長については、前原理事長の再選を役員選考委
員会として提案したい。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会に諮
ることとなった。

④評議員選考について
・ 新評議員として以下の42名が推薦され、承認された。
愛甲 丞 池上 徹 池田 哲夫 今西 達也
居村 暁 江見 泰徳 大段 秀樹 緒方 杏一
岡野 慎士 岡山 洋和 奥村 浩 小田 義直
神山 俊哉 川中 博文 楠本 哲也 鴻江 俊治
小寺 泰弘 齋藤 元伸 坂本 一博 佐々木欣郎
杉町 圭史 鈴木 拓 高橋 典彦 田中 成岳
寺島 雅典 能正 勝彦 橋本 大輔 馬場 祥史
檜井 孝夫 伏田 幸夫 前村 公成 松橋 延壽
宮下 知治 森根 裕二 守山 正胤 谷内田真一
山口 悟 山下 公大 横堀 武彦 吉田 優
吉永 敬士 米満 吉和 
以上について審議を経て承認し、評員会、総会に諮る
こととなった。

⑤その他
 ・ 委員会の構成について、担当理事と委員長の役割分担
が明確でない点があり、理事、評議員の構成もここ数
年で大きく変わっていることから、委員会のメンバー
を大きく刷新したいと、前原理事長から提案があり、
了承された。

 ・ 事務局幹事について清水伸幸幹事が退任し、後任に愛
甲丞先生が就任することが承認された。

 ・ 様々な分野からの新評議員に積極的に学会運営に参加
していただくため、理事会、評議員会で評議員の推薦
をお願いしていくことが確認された。

 ・ 評議員会への出席がなく、本学会での活動がない評議
員が多くみられることから、来年以降、評議員会の出
欠をしっかり確認し、欠席の場合は理由を明記するこ
とを義務付けることが提案され、全会一致で承認された。

 ・ 所属先、転居先が不明となっている会員がかなりいる
ことから、入会の際には評議員の推薦を義務付けては
どうかとの提案があり、了承された。評議員に対して
はその点での協力を呼び掛けていくことが確認された。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会に諮
ることとなった。

第3号議案　国際委員会報告
安井弥委員長より以下の報告があった。

本総会を2013（平成25）年9月5日（木）、6日（金） に
石川県立音楽堂で開催しました。金沢での総会の開催は
1992年の第4回研究会（磨伊正義会長：金沢大学がん研
究所外科）と2003年の第14回総会（三輪晃一会長：金沢
大学がん局所制御学）に続いて3回目です。本学会の一貫
した理念とこれまでのあゆみに立脚し、設立から四半世
紀を目前に新たながん研究領域の開拓の契機になることを
願って、本会の総意を「消化器がん制御への歩み」としま
した。「歩み」は棋界の「歩」にも通じます。がん研究にか
ぎらず、いまの医学研究における若手の待望に通じると
考えます。また、本総会では若手とともに期待が高まっ
ている女性研究者の皆さまも多数お迎えしました。
この総会は奇を衒わず、地道に企画、準備しました。
今回の主題設定は、最近のがん起源細胞、がん微小環境、
上皮－間葉転換、循環がん細胞、浸潤・転移、分子標的、
薬剤耐性、ゲノム配列解析などの時流の課題ではなく、
敢えて、がんのより根源的な生命活動や、より大局的な
がん予防に焦点を当てました。また、がん研究の実学的
指向の一つとして、がんの研究や医療開発に欠かせない
発がん動物モデルも取り入れました。このため、一般口
演も含めて演題が集まるか心配しましたが、それも杞憂
となったようです。全国の施設から質、量ともに高いレ
ベルの研究を多数ご応募いただき、ありがたく思ってい
ます。
会期中には各種講演11題、シンポジウム18題、ワー

クショップ16題、主題関連企画18題、一般口演58題、
合計で講演11題、研究報告110題の発表と討論が活発に
なされました。荒天にもかかわらず延べ参加者は登録180
名、招待45名、一般参加はおよそ80名で、皆さまから
概ねご好評をいただきました。
最近、各種の学術集会ではその活動の一環として社会
貢献が求められています。本総会では最近、大きな社会
問題となっている印刷業者の胆管がん多発事例について
ワークショップと関連講演を企画し、最新の情報を討論

しました。この課題は一般の皆さまにご紹介する段階では
ありませんが、社会的にもきわめて重要な課題として取
りあげました。
本総会の学術プログラムのうち時局講演では、大きな
社会問題となっている「福島原発事故と県民の健康管理」
について第一人者の神谷研二先生（広島大学）が講演しま
した。また、本学会の目指す若手育成のため、2013年の
国民栄誉賞受賞：松井秀喜氏を育てた稲置学園／星稜高
等学校野球部名誉監督の山下智茂氏に育成講演をお願い
しました。これらの内容はいずれも現在、社会で注目さ
れている課題ですので、この一般公開プログラムをひろく
県民の皆さまにお知らせしたいと願い、学術プログラムと
併催しました。そして、総会参加者や一般参加者の皆さ
まから暖かいご評価をいただきました。
このように、本総会は、がん撲滅を目指す研究者の真
摯な取り組みと学問に対する熱意が感じられる学術集会
となりました。

第24回 日本消化器癌発生学会総会
　会長　源　利成

第24回日本消化器癌発生学会総会 報告 平成25年度日本消化器癌発生学会理事会議事録

時局講演：神谷研二先生（広島大学／福島県立医科大学）

育成講演：山下智茂先生（稲置学園／星稜高等学校）

第24回総会運営メンバー
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第9号議案　会則委員会報告
前原理事長より、今年度は会則委員会の開催がなかっ
たことが報告された。

第10号議案　第23回学会総会（2012年）報告
第23回日本消化器癌発生学会総会は、平成24年11月

15日から16日に徳島県鳴門市、ルネサンスリゾートナル
トで開催され、盛況であった旨、島田理事より報告された。

第11号議案　第24回学会総会（2013年）報告
第24回日本消化器癌発生学会総会は、平成25年9月5

日から6日に石川県金沢市石川県立音楽堂で開催される
予定であることが源理事より報告された。

第12号議案　第25回学会総会（2014年）報告
第25回日本消化器癌発生学会総会は、平成26年11月

14日から15日に8thISGCと合同開催で、ホテル日航福岡
にて開催される旨、前原理事長より報告された。

第13号議案　第26回学会総会（2015年）報告
第26回日本消化器癌発生学会総会会長に汐田理事が推

薦されたことが報告され、汐田理事より改めて挨拶があり、
時期は検討中であるが、鳥取県米子市で開催される予定
であることが報告された。

第14号議案　その他
なし。

以上

書が提出されている。
 ・ 平成25年度の予算案について、平成24年度決算に基
づいて、収入についてはほぼ同額を見込む一方、支出
については理事長直轄プロジェクトを新たに開始する
分も含めて、研究推進委員会費として計上しているが、
財政的には安定している。

 ・ 配布した未納者リストを基に、各評議員から納入を呼
びかけていただくよう、評議員会にて協力をお願いす
ることが確認されたが、未納会員の中に所属不明者が
いることから、身許保証を求めるという意味で、入会
申込フォームに推薦評議員を入力する欄を設けてはど
うかとの提案があり、了承された。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会で報
告することとなった。

第8号議案　在り方委員会報告
夏越祥次委員長より以下の報告があった。

 ・ 会員数増加、評議員の増加により、学会が活性化して
きている。

 ・ 理事長直轄プロジェクトの創設により、プログラムの
充実が図られる見込みであり、今後は「代謝」「動物モ
デル」「予防」などのテーマを引き続き盛り込み、様々
な分野の会員の取り込みを図っていきたい。

 ・ 学会発表スライド、ポスターの英語化を進め、より国
際化を図っていくことが確認された。

 ・ 学会の法人化に向けて、ワーキンググループを作って
検討を開始することとなった。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会で報
告することとなった。

田原賞受賞者を塚本徹哉先生（藤田保健衛生大学病理
診断科）に決定し、委員会、理事会の持回り審議で承
認を得ている。

 ・ 研究奨励賞については、事前に持ち回りで行った採点
の結果、応募のあった田中守先生（名古屋市立大学消
化器・代謝内科学）、川俣太先生（北海道大学消化器外
科学Ⅰ）、戸島剛男先生（九州大学消化器・総合外科
学）、宮林弘至先生（東京大学消化器内科）、及能大輔
先生（札幌医科大学外科学第一講座）、品川慶先生（広
島大学病院内視鏡診療科）、中島雄一郎先生（広島赤十
字・原爆病院外科）の7名全員を受賞者とし、委員会、
理事会の持回り審議で承認を得ている。

 ・ 平成25年度要項をもとに作成された平成26年度要項が
事務局より提出され、検討を行った結果、全会一致で
承認した。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会に諮
ることとなった。

第6号議案　倫理問題検討委員会報告
吉田和弘委員長より以下の報告があった。

 ・ 学会役員及び各委員会委員長、倫理問題検討委員は平
成24年1月1日から12月31日までの期間の利益相反自
己申告書の提出が義務付けられ、全対象者から提出さ
れていることが確認され、提出状況一覧表が回覧された。

 ・ 昨年度総会から、演題登録の際のCOI申告、スライド
でのCOI表示が義務付けられたが、今年度については
スライドでのCOI表示の義務付けが徹底されていない
ので、セッション開始時に座長から、COIについて口
頭で説明するように求めることが確認された。

 ・ 指針では、発表の際に「利益相反状態がある場合に開
示する」ようになっているが、「ない場合」にも当然開
示するべきであることから、指針の該当部分を「利益相
反状態の有無を開示する」と改めることが承認された。

 ・ 今後はCOI表示用の見本を学会HPからダウンロード
できるようにするほか、総会事務局と学会事務局が連
携をとって、COI表示を徹底するよう事務局に指示した。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会で報
告することとなった。

第7号議案　財務委員会報告
島田光生委員長より以下の報告があった。

 ・ 平成24年度の決算について。
① バナー広告の収入は予算を下回ったものの、会費収
入が予算を上回り、全体としてはほぼ予算通りの収
入があった。

② G-project関係の支出が予算を下回り、支出の縮減
につながった。

③ それらの結果、繰越金の大幅な増加があった。
④ これらについて、平田公一監事、井藤久雄監事より
適正に執行されていることを確認したとの監査報告

 ・ 第7回国際消化器発癌学会はフィラデルフィア大学の
Prof. Anil Rustgi会長のもと、2013年11月14日、15
日に開催されることが正式に決定した。ポスター発表
の演題応募締切は11月8日になっているので、会員に
広く参加を呼びかけたい。

 ・ 2014年の第8回国際消化器癌発生学会については、本
学会の第25回総会と併せて前原理事長が会長となって
日本で開催される予定である。

 前原理事長からは、学会総会においてもポスター、ス
ライドは英語での作成を義務付け、本学会総会と国際
学会を一体的に運営する予定であることが説明された。

 ・ 国際消化器癌発生学会の事務局業務は、田原榮一先生
から前原理事長が引き継ぐことになったことが報告され
た。

 ・ 今後の国際学会の開催は、海外ではなかなか難しい事
情があるようなので、3年に一度必ず日本で開催する形
式に改めてはどうかという提案があり、引き続き検討
することとなった。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会で報
告することとなった。

第4号議案　研究推進委員会報告
安井弥委員長より以下の報告があった。

 ・ G-Projectの成果報告について、胃癌・大腸癌それぞれ
雑誌に投稿をしている。大腸癌については、Oncology 
ReportからAcceptの通知があった。基本投稿料、Color 
FigureのCharge、Print費用、Open Access Chargeなど、
トータルの投稿料で2,250ユーロ（約30万円）がかかる
見込みであり、研究推進委員会経費からの支出を予定し
ている。胃癌については、Gastric Cancerに投稿し、結
果待ちの状態である。

 ・ 胃癌、大腸癌の標本が数セット残っているので、有効
に使用したい。

 ・ 前原理事長から、理事長直轄プロジェクトとして、毎
年新たなテーマでの研究を始めたいとの提案があった。
具体的な進め方としては、以下のとおりである。
▶ 学会での発表の中からテーマを決め、発表者に集ま
ってもらって研究班を結成し、さらなる研究を進め、
翌年の学会でさらに成果を発表してもらう。

▶ 初年度の研究テーマについてはsphere biologyとした
い。

▶ 予算としては年間100万円を予定している。
以上について審議を経て承認し、評議員会、総会に諮
ることとなった。

第5号議案　学会賞選考委員会報告
安井弥委員長より以下の報告があった。

 ・ 大原賞、田原賞については、各委員による採点の結果
を踏まえた前原理事長と安井委員長による協議の結果、
大原賞受賞者を野村幸世先生（東京大学消化管外科）、

理事長 前原　喜彦 
 
理事（25名）
 伊東　文生 牛島　俊和 太田　哲生
 岡　　正朗 落合　淳志 掛地　吉弘
 北川　雄光 桑野　博行 高後　　裕
 今野　弘之 汐田　剛史 篠村　恭久
 島田　光生 瀬戸　泰之 竹之下誠一
 夏越　祥次 馬場　秀夫 平川　弘聖
 前原　喜彦 源　　利成 三森　功士
 宮崎　耕冶 森　　正樹 安井　　弥
 吉田　和弘 

会長 前原　喜彦 
 
次期会長 
 
監事（2名）
 井藤　久雄 平田　公一 

事務局幹事（3名）
 調　　　憲 野村　幸世 愛甲　　丞 

 

役員名簿
2014年7月31日現在
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評議員名簿

（171名）
愛甲　　丞
相島　慎一
浅尾　高行
油谷　浩幸
池上　　徹
池口　正英
池田　哲夫
石神　純也
石河　隆敏
市川　大輔
伊藤　心二
井藤　久雄
伊東　文生
今西　達也
居村　　暁
上野　真一
牛島　俊和
内田　英二
宇都宮　徹
江頭　明典
江上　　寛
江見　泰徳
大上　直秀
大賀　丈史

太田　哲生
大辻　英吾
大段　秀樹
大平　雅一
岡　　正朗
緒方　杏一
緒方　　裕
岡野　慎士
岡山　洋和
沖　　英次
奥村　　浩
長田　真二
小田　義直
落合　淳志
甲斐　敬太
掛地　吉弘
片岡　洋望
加藤　俊二
加藤　広行
金田　篤志
神山　俊哉
川口　　実
川中　博文
川又　　均
北川　雄光

北台　靖彦
國安　弘基
久保　正二
熊谷　一秀
隈元　謙介
倉本　　秋
栗田　信浩
楠本　哲也
桑野　博行
高後　　裕
鴻江　俊治
小寺　泰弘
後藤　満一
今野　弘之
齋藤　元伸
佐伯　浩司
坂本　一博
佐々木欣郎
澤田　鉄二
汐田　剛史
篠村　恭久
島崎　猛夫
島田　信也
島田　光生
嶋田　　裕

嶋本　文雄
清水　伸幸
城　　卓志
白川　靖博
調　　　憲
末廣　剛敏
菅井　　有
杉原　洋行
杉町　圭史
鈴木　秀樹
鈴木　　拓
瀬戸　泰之
髙橋　孝夫
高橋　典彦
高森　啓史
田久保海誉
武冨　紹信
竹之下誠一
田中　信治
田中　成岳
田渕　崇文
塚田　一博
塚本　徹哉
辻谷　俊一
寺島　雅典

藤　也寸志
冨田　尚裕
内藤　善哉
中島　秀彰
仲田　文造
中森　正二
中山　　淳
長田　成彦
夏越　祥次
楢原　啓之
西森　英史
西山　正彦
能正　勝彦
野口　　剛
野村　幸世
橋本　悦子
橋本　大輔
秦　　史壮
馬場　秀夫
馬場　祥史
檜井　孝夫
檜原　　淳
平川　弘聖
平田　公一
藤井　茂彦

伏田　幸夫
藤村　　隆
藤盛　孝博
藤原　俊義
藤原　義之
別府　　透
前原　喜彦
前村　公成
松橋　延壽
松原　長秀
松原　久裕
松本　伸行
真船　健一
宮崎　達也
源　　利成
峯　　徹哉
三森　功士
宮内　英聡
宮﨑　耕冶
宮下　智治
宮地　和人
向所　賢一
森　　正樹
森田　　勝
森根　裕二

守山　正胤
谷内田真一
八尾　隆史
八代　正和
安井　　弥
八十島孝博
山口　明夫
山口　　悟
山口　佳之
山下　公大
山下　洋市
山本　博幸
横崎　　宏
横堀　武彦
吉住　朋晴
吉田　和弘
吉田　　優
吉永　敬士
吉松　和彦
米満　吉和
渡邉　聡明
渡邊　雅之
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日本消化器癌発生学会ホームページでは、大原賞・田
原賞、研究奨励賞のご案内など、学会情報を随時アップ
デートしています。
また、学会新規評議員の立候補受付もホームページに
て随時承っております。詳しくは下記URLをご参照くだ
さい。
（「新評議員募集要項」http://www.j-sgc.org/index.php? 
page=annai_hyogibosyu）
登録情報の変更などもホームページ上からお手続きい
ただけます。
日本消化器癌発生学会ホームページを是非ご活用くだ
さい。
また、ホームページへの情報掲載のご依頼、ご要望等
ございましたら学会事務局までお寄せ下さい。何卒よろし
くお願い申し上げます。

日本消化器癌発生学会ホームページhttp://www.j-sgc.org/index.phpご案内

名誉会員・特別会員名簿

名誉理事長（3名）
 大原　　毅 杉町　圭蔵 上西　紀夫 

名誉会員（21名）
 愛甲　　孝 青木　照明 今井　浩三
 内田　雄三 江角　浩安 小川　道雄
 小俣　政男 金澤暁太郎 北島　政樹
 小西　文雄 佐治　重豊 杉村　　隆
 菅野健太郎 曽和　融生 立松　正衞
 田原　榮一 田尻　　孝 寺野　　彰
 二川　俊二 三輪　晃一 門田　守人
 
物故者 恩田　昌彦 下山　　孝 長町　幸雄
 長與　健夫 磨伊　正義 久保田哲朗
 豊田　　実 
 

特別会員（37名）
 朝倉　　均 磯野　可一 岩永　　剛
 岡島　邦雄 小川　健治 冲永　功太
 笠原　正男 兼松　隆之 木村　　健
 工藤　進英 小西　陽一 斉藤　利彦
 塩崎　　均 白水　和雄 砂川　正勝
 炭山　嘉伸 曽我　　淳 高橋　俊雄
 竜田　正晴 田中　紀章 徳永　　昭
 西野　輔翼 服部　隆則 比企　能樹
 平山　廉三 廣田　映五 藤田　力也
 船曳　孝彦 松川　正明 松倉　則夫
 三木　一正 武藤徹一郎 武藤　泰敏
 棟方　昭博 安富　正幸 山川　達郎
 渡辺　敦光  

物故者 馬塲　正三
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当番世話人：柏木　秀幸（富士市立中央病院　外科）
会　期：平成26年（2014年）10月30日（木）・31日（金）
会　場：ロゼシアター（静岡県富士市蓼原町1750番地）

テーマ：「今、胃の手術に求められるもの」

プログラム： 
特別講演「胃切除術後障害の発生と対策 ―外科医の創る
医療難民を救う―」
　青木　照明　先生（東京慈恵会医科大学　客員教授）
主題・要望演題・一般演題

参加費： 
医師・一般　8,000円
医師以外の医療従事者　3,000円
学生（大学在学中の学生に限る）　無料

ホームページ：http://accessbrain.co.jp/jsgp44/

お問い合わせ先：
第44回胃外科・術後障害研究会　運営事務局
〒113-0034　東京都文京区湯島3-31-5　YUSHIMA3315
ビル3F　アクセスブレイン内
TEL. 03-3839-5036　FAX. 03-3839-5035　
E-mail. jsgp44@accessbrain.co.jp

第44回胃外科・術後障害研究会のお知らせ

2014/08/04 14:45 - JSGC

1/1 http://www.j-sgc.org/

サイト内検索 検索

最終更新 ： 2014.04.14

[日本消化器癌発生学会本部事務局]
　〒102-0072
　東京都千代田区飯田橋3-11-15
　UEDAビル6F
　株式会社クバプロ内
　TEL ： 03-3238-1689
　FAX ： 03-3238-1837
　E-mail ： 

日本消化器癌発生学会は、
日本消化器癌発生研究会の業績を継承し、
消化器癌の発生および進展に関する
研究を行い、消化器癌の診断、
治療および予防の向上、
発展を図り、人類の福祉に
寄与することを目的としています。

第25回日本消化器癌発生学会総会

2014.04.14: 第25回日本消化器癌発生学会総会の演題募集を開始しました。
2014.04.14: 第25回日本消化器癌発生学会総会ホームページを開設しました。
2014.04.01: 平成26年度研究奨励賞の募集を開始いたしました。
2014.04.01: 平成26年度大原毅賞・田原榮一賞の募集を開始いたしました。
2014.02.04: TNM-G分類プロジェクトを更新致しました。
2013.12.09: 理事長直轄プロジェクトを更新致しました。
2013.12.07: 各種委員会を更新致しました。
2013.12.03: 評議員名簿を更新致しました。
2013.10.30: 日本消化器癌発生学会　理事長直轄プロジェクト　特別推進研究「Sphere Biology」
の研究発表会開催のご案内
2013.10.03: 利益相反の取扱いに関する指針開示スライドサンプルを掲載致しました。
2013.09.12: 第25回 日本消化器癌発生学会総会のご案内
過去の更新履歴はこちら

日本消化器癌発生学会　理事長直轄プロジェクト　特別推進研究「Sphere Biology」の
研究発表会開催のご案内

日時 ： 平成25年11月9日（土）12:00～13:50
場所 ： 九州大学　コラボステーションI　会議室1（1階）

（九州大学医系キャンパス内：福岡市東区馬出3-1-1）
詳しくはこちらをご覧ください。

第25回 日本消化器癌発生学会総会のご案内
会 期 　：　平成26年11月13日（木）～14日（金）
会 場 　：　ホテル日航福岡
会 長 　：　前原　喜彦（九州大学大学院　消化器・総合外科（第二外科）教授）
詳細はこちらから

▲PAGE TOP

Copyright © 2008-2014 日本消化器癌発生学会, Al l  Rights Reserved.



News letter8

発行　日本消化器癌発生学会事務局
	 〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15
	 　　　　　　　UEDAビル6F
	 　　　　　　　株式会社クバプロ内
	 TEL：03-3238-1689 　　FAX：03-3238-1837
　　　　　発行者　日本消化器癌発生学会
　　　　　編　集　総務委員会
　　　　　印　刷　福々印刷株式会社

残暑厳しい中、2014年第一号の日本消化器癌発生学会News Letterを発行する運びとなりました。今回のNews 
Letterは主に、理事長でもあられます九州大学の前原喜彦先生の第25回日本消化器癌発生学会、第8回国際消化
器癌発生学会開催のご案内と、私の国立がんセンター研究所の兄弟子であられます金沢大学の源利成先生の第24
回日本消化器癌発生学会総会のご報告、それに平成25年度理事会議事録から構成されています。国際消化器癌発
生学会は今回から、日本で開催される学会に合わせて、3年に一度は開催していく方向で検討中です。
先日、STAP細胞問題でお名前があがっておりました笹井芳樹先生の訃報が新聞をにぎわせました。世界的な頭

脳の消失に社会の損失を強く感じました。何があったにしろ、このような優秀な頭脳を失うことは人類の大きな損
失です。何が笹井先生を自殺にまで追い込んでしまったのでしょうか？  いろいろな要因はあると思いますが、私に
は、今だ、優秀な頭脳は最大限に活用していただいて社会の役に立ててもらおう、という公共の財産意識、自然
科学への人類の共同による挑戦という公共の意識が日本社会には不足しているためではないかと思われます。
アメリカ留学中にこのような意識の違いは痛感したものでした。優秀な才能はどんどん公共の利益に役立ててもら
おうという後押しをアメリカ社会からは感じました。それに比べますと、日本の社会はまだまだ「村社会」的意識が
強く、自分よりも優れていそうな人の足を引っ張ったり、自分と同グループの者ばかり優遇したり、何か社会的に
失敗をした者を追いつめたり、という未開な社会のすることが見受けられるように思います。このような社会が笹井
先生の頭脳を失うことになってしまった要因ではないでしょうか？  笹井先生のご冥福を心よりお祈りいたします。
日本の科学の発展は目覚ましく、欧米にも劣らなくなっていると思われます。ただ、上記のような国民の意識改
革は一朝一夕にできるものではないようです。そういう意味で、国際学会は外国の研究者と交流し、科学の叡智を
交換するとともに、日本人科学者の意識改革にも大きく貢献するものと思われます。日本消化器癌発生学会、そし
て同時開催されます国際消化器癌発生学会は大きく期待されるものです。ぜひ、多くの方にご参加いただき、会員
相互の才能を見いだし、ともに歩んでいただきたいと思っております。

事務局幹事　野村幸世（東京大学消化管外科）

編集後記


